
   

 不動産登記のはなし㉑の２ 

  登記識別情報通知の様式がシール方式から折り込み方式へ変わります。 

 かつての登記済権利証に代わり、登記名義人本人による登記申請であることを確認

するための制度として導入された登 記 識 別 情 報 。不動 産の登記を申請して、所有者

や抵当権者など登記名義人として登記された人に、１２桁のアルファベットと数字の組

み合わせをランダムに決めて、通知されます。この番号を他人に知られてしまうと、権

利証が盗まれるのと同じリスクですので、登記識別情報たる番号には、一度はがすと、

くっつかない性質のシールが貼ってあります。 
 ところが、登記識別情報通知のこの目隠しシール、「はがそうとしても、はがれない」こ

とがあるという大問 題 がありました。多くの司法書 士 が「必要が生じるまでははがさな

い」ことを推奨していましたが、必要なときにはがれない、つまり肝心の番号が読み取

れないと困ります。 
 そこで、登記識別情報通知の様式が、シール方式から折り込み方式へ変更されるこ

とになりました。今年２月２３日以降、印刷装置が整備された登記所から、順次、新様

式の折り込みタイプに変わっています。東京法務局管轄では、３月９日から墨田出張

所と城北出 張所で変更 されたのを皮切りに、杉並、板橋、豊島、品 川、城南、町田、

港、渋谷、立川の各出張所と西多摩支局で導入されており、八王子支局も６月１５日

からの予定となっています。 
 新様式も、通知書の下部に番号が記載されているのは従来と同じですが、用紙の下

部を折り返して番号部分が覆われていて、のりづけされたミシン目を切って開ける形式

になっています。折り返してあるため、Ａ４より縦が短くなりました。見慣れない用紙なの

で、まだ少し違和感がありますね。 
 
 法務省から発表されている【開封方法】だと、こんな感じです。 
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第１１回 土地の現況調査  

不動産を調査するわけであるから、やはりその不動産を現地で確認することは欠か

せません。現地・周辺環境の調査は目視での観察が中心ですが、建物の内部などに

は自由に立ち入れない場合もあり、確認できる範囲で調査を行うこととなります。 
 まずは対象不動産の土地の状況です。法務局での調査で取得した公図や敷地測量

図、あるいは住宅地図などを参考に確認することとなります。少なくとも所在について

は、たいていの場合「ああ、ここだ」というのはわかるでしょう。 
しかし、形状については、土地が広大な場合、あるいは市街地において建物が建ち

並んでいる場合には、現地において形状を把握することは困難です。また、間口・奥行

については、間口については前面道路に接している部分の長さであるので計測可能で

すが、奥行については、建物が建っているとやはり計測できない場合が多くなります。

形状や、間口・奥行については可能な範囲で確認することとなります。 
 現況地目は、登記上の地目と同じかどうかを確認します。現況が「宅地」であっても、

登記事項証明書の地目が「田」や「山林」のままであるケースもありますので、注意す

るようにしましょう。 
 土地の現況についてのほかの確認項目としては、地盤、傾斜、高低差などがありま

す。地盤については、登記事項証明書の従前の地目が池沼などであれば、地盤が弱

い可能性もあります。また、高低 差については、１４条地図や公 図上では対 象土 地と

道路が接していても、実際には土地と道路の間に高低差があり、行き来ができないよ

うなケースもあるので、現地において必ず確認する必要があります。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
○編集後記○ 
 暑い日が続いています。スターバックスコヒーのフラペチーノおいしいですよね。新作

のチョコレートクランチフラペチーノを早速いただきました。いつもどおり、夫はベンティサ

イズ、私はグランデで大満足。でも、なんと１００４キロカロリーと８３１キロカロリーもある

んですよね……。中年夫婦が頻繁に食べてよいのか？悩ましいところです。 

「ＦＰ継続教育セミナー」の講師をいたします 

７月１１日（土）に、財団法人ゆうちょ財団主催「ＦＰ継続セミナー」の講座を担

当させていただくことになりました。 

 講座テーマは、「マイホーム取得相談における的確なアドバイスのために」です。 

日 時：２０１５（平成２７）年７月１１日（土） １３：３０～１６：３０ 

場 所：アカデミー音羽 ３階学習室Ａ 

       （文京区大塚５－４０－１５  

東京メトロ有楽町線護国寺駅（１番出口）徒歩２分 

        都営バス護国寺正門前停留所徒歩３分） 

単 位：ライフ（３単位） 

受講料：４０００円 

住宅取得をめぐる環境は、今後大きく変化していくことが予想されます。 

消費税増税が取得時の負担をアップさせる一方で、取得資金贈与の優遇策

については限度額の変更が予定されています。 

本セミナーにおいては、マイホームの取得についての相談を受けた際に、的確

なアドバイスを行うためにぜひとも知っておきたい点、注意したい点について、最

近の改正事項も踏まえてわかりやすく解説いたします。 

講座の詳しい内容及びお申し込みは、こちらからお願いいたします。 

  https://www.yu-cho-f.jp/seminar/fp_seminar.html  


